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当せの コーヒーゾー カーをお買い上げくださいまして誠にちりが と 
うございます。ご使用前に、こめ取扱鼓巧害を最後までお読みのうえ、 
正しいがいちで末長くごを用ください。お読みになった後 I 大切に 
巧芭して下さい。 


お扱説明書 


保証書付き 



















1. 安全のため必ずお守りください 


参ここに示した注意事項は、を害や損害を未がに防止ずるために重要な内容ですので、必ず守ってください。 


A 警告 
を意 


人が死 t または重儀を負う可能性が想定 
される内容。 

人が損害を賃ラ可能な及び物的損害のみ 
の発生が想定される内容。 


絵表示の例 

® 記号は、「禁止 J (しないで 
ください）を示します。 
•記号は、「強制 J (必ずして 
^ ください）を示します。 




A 警告 I 


修理巧術者 W 外は、絶対に分辭したり、 

修理-改造をおこなわない。 

•発义したり、異常風作してけがをすることが 

あります。 


水につけたり、 水を かけたりしない。 

•惩電- シヨー トのをれ が ありまず。 

0 

子供だけで使用させたり、幼巧の手の远 

くところで使用しない。 

•感電-やけど*けがをするをれがあります。 

〇 

V 

を搭1日 A 1 U 上のコンセントを単独で 徒 用 
する。 

•おの器島と讲用ずると、巧岐 コンセント 部が 

が異巧をおして発火ずることがありまず。 

0 

ガラスカツ プなしで使巧しない。 

•過熱して発火することがあります。 

J 


A 注意 I 

〇 

差込プラグを巧くときは電源コードを持た 
ずに必ず差をプラグ部分をもって引き抜く。 
♦巧をやショートして発火ずることがありまず。 

0 

不をまな場巧や熱に弱い敷物の上では使 
巧しない。 

着乂がの原因となりまず。 

0 

電源コードや差込プラグが谓んでいたり、 
コンセントの差込みがゆるいときは桂用 
しない。 

•電源コードが破損し、化ぶ•感電の原因となり 
ます。 

處 

使用 時 L ソ外、差込プラグをコンセントから 
抜く。 

■けがややけど、絶縁劣化による感電、漏電乂ぶ 
の原固になりまず。 

Q 

交流 1 00V 似外の電源は使用しない。 

•感電-火ぶの原因となります。 


使巧中や使巧直後は保温板や蒸気化□に 
手を独れない。 

■高温ですのでやけどの原因となります。 

巧に乳如巧にはさわらせないでください。 

Q 

ガラスカップは直かにかけない、また電 
子レンジで使用しない。 

♦割れたり、とってがをおしたりします。 

J 


[ お願い 1 

取あはていわいにお願いします。 
•落としたり、強い衝 g を加えたりすると 
故障の原因になります。 

? J < タンクには水 W 外入れないでくだ 
さい。 

•故巧の原因になります。 

空だきしないでください。 

•巧障や火事の原因になります。 

本体は 丸洗いしないでください。 
^•シ3^卜■感電の恐れがおります。 

続けてコーヒーを巧る場合は、スイッチポタンを「切」にして、約 5 分待ってください。 

•本をが媒いうちに拾水したり、動かしたりずると爱□から兹気やおあがでるをれがあり火巧の原因になりますン 
































2. 各部のなまえとはたらき 



ぺ 一 / くーフイルターの折り方 

參ミシン目好5約 1 cm 内剛で巧ります。 


お ncm 巧巧じ広げます。 

つ 霄を苗"-脅 

_ _ _ ) 


付属品 

♦ 計量スプーン （ 1個） 

すりきり一巧お] 7 g (—人分) 



参ぺーバーフイルター 
5巧け。 

なくなりましたら、 
巿娘のものをお巧い 
ください。 

C 1 X 2 または 102 巧) 


3仕様 


ぐ — 
電 

源 

AC 100 V 50/60 HZ 

スイツチ 

「入」（ランプ点な）「切 J 

消 

費電力 

62 日 W 

温度調節器 

サーモスタット 

かタンク容量 

650 ml (1 〜自カップ） 

温度ヒューズ 

240で 

質 

量(約） 

1.35 kg 

コード長さ 

1.4 m 

大 

V 

きさ（約） 

幅欄 mm X 奥巧 156 mm X 高さ 250 mm 

イ寸属品 

ぺーパーフイルター5枚 
計量スプーン1個 ) 














































































4. ご使用上の注意 


やけどに注意 

参ドリップ直後にガラスカップを取り外した時、噴 
化□より熱い蒸気が出ますのでごミ主意ください。 


水タンクには水な外のものを 
入れないでください。 

•水タンクには熱湯、牛乳、コーヒーなどが W 外の 



ガラスカップの取り巧いに注意 空だきしないでください。 


参ガラスカツプは直接乂にかけないでください。 

参投げたりぶつけたりしないでください。 

♦本体を移動する時は、ガラスカップを別にして運 
んでください。 

◎カップが落下、破損ずることがありまず。 


•コーヒードリップが外はガラスカップを空の状態 
でスイツチを「入」にしないでください。 


、 





5. おいしくお飲みいただくために 


ぐ N 

参コーヒー粉は、開封後密封して冷蔵庫で保巧し、できるだけ早くお使いください。 

•コーヒーを巧っている間にカップをあたためておくと、コーヒーがさめにくく、おいしくいただけます。 

•1 5分が上保温しますとコーヒーの巧が落ちます。 

け表的なコーヒー豆の種巧と特徴 


コーヒー豆の種類 

酸味 

中味 

ま巧 

コーヒー豆の種類 

酸味 

中巧 

ち晴 

モ 

力 

• 



ブラジルサントス 


• 


コ □ンビア 

参 



サルパドル 


• 


キリマンジャロ 

• 



ブルーマウンテン 


• 


三！スタ IJ 力 

• 



□ ブスタ 



参 

ガタ 

ラ 7 

• 



マンデリン 



• 









































6. ご使用方法 


初めてご使巧になる時、また長期聞ご使用にならずに保复されていた時は、 2' 
で水だけでドリップしてください。 


'3 回コーヒー微を入れない 


ホット コーヒーの 作り方 


•ペーパーフィルターをセツトし、コーヒー粉を入れます。 


の/ くスケットにぺーパーフィルターをセットしまず。 
® コーヒー粉を入れます。 


スイッチは「切 J 


[ま]•コーヒーがは「ぺーパーフイルター用 J (中び 
き粉）をご使巧ください。 

• 「ペーパーフィルター巧」 W 外（細びき粉など) 
はご使用中にバスケットからコーヒーがあふれ 
ることがあります。 

•付属の計量スプーン5巧をこえるコーヒー粉は入 
れないでください。 

• 1〜2カップの時は少し多めに入れてくださし、。 


( D バスケットにパスケットカバーを取り巧けます。 


CE 

注 

.意 


お子樣だけの使用や、幼巧の手の届くところで 
の使用は繪巧にしないでください。 

◎やけどや感電の恐れがあります。 



巧り込む 


(お巧みに応じて加減してくださし、。） 


2•ガラスカップを巧お巧にのせ、水タンクに水を入れる。 

® ガラスカップにバスケットカバーとバス 
ケットをセットし、保温板の中央にのせます。 

感お飲みになるカッ:5^分の水を水タンクの 
水位目盛りではかり、ケトルなどで入れます。 

%統けて抽出する場合ガラスカップをセットしないでかを 
水タンク[こ入れるとしずくがこぼれる場合がありますので 
ごを意ください。 



一 



[を]•目カップをこえるかはいれないでくださ 
い。 コーヒーが あふれます。 

•水タンクが変形しますので、わ漏は入れ 
ないでください。 

•ドリップ中に水分が蒸発ずる為、ガラス 
カップのメモリと水タンクのメモリに差 
が生じる塌をがございます。 


3•差込プラグを差し込み、スイッチを r ; u にします。 

® 差込プラグをコンセントにしっかり差し込み、スイッチを「入」にします。 
ランプが点灯して加熱を始めます。 

@ 約3 0秒でお湯の噴出が始まり、ガラスカップにコーヒーが落ち始めます。 
感コー ヒーを抽出し絡わったらスイッチを「切 J にして、 

ガラスカップを取り出します。 

@ ガラスカップから、バスケットをはずしてください。 

◎この際，しずく由にぽれる埼をがありますのでごまをください。 

こ ぽれたしす < はずぐにふきとつてください。 

©ガラスカップは注ぎ□が下になるように傾けて、コーヒーカッ 
プにコーヒーをゆつくりをいでください。 

•保温する時は 



ガラスカップをそのまま保温板にのせ、スイッチを 
「入」にします。 


[注]長時間保温にしますと、 コーヒーの 
風がを失います。 


































6. ご使用方法 


4.使用後は 

スイッチを「切」にしてから差込プラグをコンセントから抜きます。_ 

蛙]•差をプラグを抜く時は、コードをひっぱらずに必ず差化プラグを持って抜いてください 
•使巧直後は保温板が熱くなっていますので棘れないでください。 

•長時間保管ずる塌をはお手入れの後、必ず乾かしてから保管してください。 


5•使い方（こんな時は） 

参続けてコーヒーを作る時は 

必ずスイッチを「切」にして約5分し M 上待ってから「ご使巧方法 J の1からの手順で行っ 
てください。 

■本体が熱いうちに給水したり、動かしたりすると、すぐに 
蒸気が化てち険です。やけどなどに十分を意してください。 

参途中で使用を中止する時は 

のスイッチを「切」にし、差込プラグをコンセントか 
ら抜いて〈ださい。 

©ドリップが終ってから、ガラスカップを引きたしてく 
ださい。 

◎水 タンクに残った水は、本体がをえてから本体に水がかからない 
ようにずててください。 


A ま意 

噴出□巧近に絶対に手を近づけな 
いで下さい。熱湯が噴き出してや 
けどをずる事があります。特に乳 
幼煩には御ミち意下さい。 


保温板は高温になりますので使巧 
やや使用直後は絶巧に魄れないで 
下さい。やけどの原因となります。 


アイスコーヒーの作り方 


のホットコーヒーと同じ手順でバスケットにぺーパーフィルターを 
セットし、コーヒー粉を入れてバスケットカバーをセットします。 
感水タンクに水を入れます。 

ガラスカップの(アイス)用の目盛りに合わせ、水を入れます。 

感コップに氷を入れて、でき i がったコーヒーを注いでください。 
◎アイス専巧のコーヒー粉を使うと、よりおいしくいただけます。 

◎コップは割れる事がありますので、耐熱性のものをご巧意ください。 

@お好みにより、シ□ップやをクリームを加えてお飲みください。 


用意するもの 
♦アイス コーヒー 巧粉 

♦氷 

♦シ□ップ、生クリーム 

などお好みにより 

♦耐熱性コップ 
\_/ 


7. お手入れの仕方 


本体側面-保温板 

* 本体用中性洗剤を浸した巧を硬くしぼってふき、洗剤が残らない 
ようにきれいにふき取ってください。 

バスケット，ガラスカップ 

参台所用中性洗剤をスポンジや布など柔らかい物につけて嫌い、 

?}< で十分洗い流してください。 


A ミま意 


ガラスカップは、お手入れ後、よく乾燥させてくださし、。 
•サビの原因になります。 


As /je fe 

必ずスイッチを「切」にし.差込 
プラグを巧いて、巧温板が冷えて 
からお手入れしてください。 


本体に水をかけたり、水につけた 
りしないでください。みがき粉や 
硬いタワシ、ペンジン、シンナー 
などの巧発;由は巧用しないでくだ 
さい。肴器巧い機が食黄乾燥機は 

陡巧しないでください。 

V_ 


















致故障かな？と思ったら 


ご使巧中に異常が生じたときは、つぎの点を調ぺください。 


こんな時は 

度 検 

お漏の出が悪い 

お使いになる間に、水質などによって本が巧のパイプに湯アカが付き、お湯の出が悪くなることが 
ありますので、巧のようにして湯アカを巧り除てください。 

® 種と絞りカスを除いたレモン汁 n 個分) と2カ ップ分の水を、ガラスカップに入れよく渴ぜます。 
@®をタンクに入れ、バスケット•バスケットカバーをセットした後、コーヒーを f 乍る方法で沸か 
し、レモンかがガラスカップに全て移ったら、スイッチを切ります。 

感®、霞をもう一度くり返したら、ガラスカップに残ったレモン水を捨てかわりに同量の水を入れ、 
®、 啜の動作を2〜3回巧いレモンのにおいをおってください。 

お湯が飛び散る 

V 

ご使巧の際にバスケットカバーが取り付けられているか確認してください。 

ゾ 


9. アフターサービス について 


1. 保証書は必ず「お買い上げ年ち曰 J と「贩売店あ J 等所定事項の記入及び記載内容をご確認のうえ、お 
買い上げの紙売ちからお受け取りください。この取扱説明書をお読みになった後は、保誌書といっしょ 
に大切に保管してください。 

ぇ保証期間は、お買い上げ曰から1年間です。保証期間中に故障して修理を依賴されるときは、お買い上 
げの販売店まで保証書を添えて商品をご持参ください。保証書の内容に従って修理いたします。 

3. お証期間経過後の修理についても、お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって、機能が維持 
できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。 

4. この製品の補修用性能部晶の保有期間は製造巧切後5年です。補修用性能部記とは、その製品の磯能を 
維持するために必要な部品でず。 

5. 製品に異常がある場合には、お客様ご自身で修理されたり、手を加えたりすることは盾険です。絶対に 
しないでください。 

6. アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店、または当社ご相談窓□にお問い合わせ 
〈ださい。 


ご相談窓口 

弊社製品のお買い物相談やお取扱方法についてのご相談.及び修理サービスのご案内は 
を巧時間：月曜〜金曜： 9 : 00〜12 : 00 13:00-18:00 (±.日曜、巧日はおがみ） 

證0120 -309-408 






